ブルンジ月報（２０２６年１月）
※以下は、ブルンジ主要メディア（ＲＴＮＢ、ＩＷＡＣＵ等）の記事取りまとめ。
１．政治・外交
今月のンダイシミエ大統領の主要な動きは以下のとおり。
●７日、閣議実施。２０１３年に火災で焼失したブジュンブラ市場の再建プロジェクト（Buja City Plaza）が議論された。
●１４日、在ブルンジ外交団との新年を祝う会に出席。２０２５年に実現したブルンジ開発の成果が報告された。
●２０日、ＮＥＰＡＤ長官による表敬。本年２月からブルンジがアフリカ連合（ＡＵ）の議長国を務めることを踏まえ、特に若者や平和と安定について意見交換が行われた。
●２４日、与党ＣＮＤＤ－ＦＤＤの年次総会に出席。主な決定として、同党のンディクリヨ事務局長の再任（２０２６－２０３１）が発表された。
●２６日、田中ＪＩＣＡ理事長による表敬。同理事長は２０２２年８月にチュニジアで、２０２５年８月に横浜でンダイシミエ大統領と面会しており、今次訪問は同大統領による招待に応じたもの。
●３０日、コンゴ（民）東部問題に関するＡＵの仲介者であるトーゴのニャシンベ大統領及び複数のアフリカ諸国の元大統領と会談。

内政に関し、
●２３日、内閣の一部改造が発表され、司法大臣とインフラ大臣が交代となった。

外交に関し、
●２６日、ブルンジ訪問中の田中ＪＩＣＡ理事長は、ビジマナ外相と共に日本大通（日本の無償資金協力で整備された道路の呼称。２０１３年完工）を視察し、ビジマナ外相は友好な日・ブルンジ関係を象徴する同道路の改修の必要性を訴えた。

２.経済
●昨年１２月末にンディクマナ財務大臣が上院議会で発言し、地方行政に必要な２２０戸の建物の建築に７９０億フランを使用し、３百億フランが国庫に残っていなければならないところ、７０億フランしか残っておらず、建物の建築も完了していないことなどが明らかにされた。
（了）
